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ビングデプス (6 点法)が 4mm 未満で、プローピング時の出血を認めない 20 代の成人 73 名(男性 39 名、女性 34
名、年齢 22"'29 歳、平均 25.6 歳)を選択した。
分析 1 .歯の動揺の数値的評価方法











その結果、男性では 39 名中 11 名の 42 歯に、女性では 34 名中 15 名の 55 歯に、側方運動時の非作業側接触を認







内で、岐頭飯合位からの距離が 1 、 2 、 3 、 4 および 5mm となる領域をそれぞれ T1 、 T2 、 T3 、 T4 および T5 とし
た。各被験者の各閉口経路について、 T1 "'T5 の 5 つの領域で通過しない領域数を岨鴫偏差指数 (Masticatory
Deviation Index、以下、 MDI とする)とした。左右側別に 10 ストローク中の MDI の最頻値を求め、左右側 MDI
の最頻値の合計が、 0 の被験者 (A 群)、 1"'9 の被験者 (B 群)、 10 の被験者 (C 群)に分類した。男女上下顎そ
れぞれの歯種別に、 A"'C 群のベリオテスト値の比較(Kruskal-W a 11is 法)を行った。
その結果、男性では上顎中切歯、第一小臼歯および第二大臼歯において、 A"'C 群のベリオテスト値が異なる結果
となった。女性では上下顎の中切歯、倶.IJ切歯、第一小臼歯、第二大臼歯および下顎犬歯において、 A'"'-'C 群のベリオ
テスト値が異なる結果となった。
[考察ならびに結論]
年齢差、歯の欠損および歯周疾患を除外した実験系において、ベリオテストを用いることにより、 20 代の生理的な
歯の動揺の数値的範囲が明らかとなり、歯の動揺は性別および歯種によりその分布が異なることが示された。歯の動
揺を性別および歯種別に評価することにより、側方運動時の非作業側接触の有無とベリオテスト値には関連がなく、
. 側方運動時の非作業側接触の存在だけでは、歯の動揺に影響を及ぼす岐合要因とならないことが示された。岨瞬時下
顎運動経路について形態的な分類を行うことにより、特定の歯種において、左右側の MDI の合計値が異なる被験者
群間で歯の動揺が異なることが明らかとなった。このことは、岨唱において、歯の動揺を増大させるような岐合性の
外傷が歯周組織に加わりうるという本研究の仮説を支持するものと考えられる。
以上の結果より、歯の動揺の数値的評価を行う上で、岨暢時下顎運動経路を解析する重要性が示され、新しい歯周
組織評価方法として、阻日爵機能時の下顎運動解析が臨床的に有用であることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は、歯周組織評価における機能時の下顎運動解析の有用性を示すことを目的とし、歯の動揺を定量的に評価
し、歯の動揺と側方運動時の非作業側接触の有無および阻鴫時下顎運動経路との関連について検討を行ったものであ
る。
その結果、側方運動時の非作業側接触の有無と歯の動揺との聞に有意な関連は認められなかった。また、本研究で
考案した阻暢偏差指数を用いて岨暢時下顎運動経路を分類することにより、岨瞬時下顎運動閉口経路と歯の動揺との
聞に有意な関連が認められた。
以上のことから、本研究は、歯周組織評価方法における岨暢機能時の下顎運動解析の臨床的有用性について、有益
な示唆を与えたものであり、博士(歯学)の学位請求に値するものと認める。
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